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研究分野：鉱床学、海底熱水活動、地下生物圏研究 
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１．研究計画の概要 
 本新学術領域研究は「海底下の大河」とい
う仮説を提出し、固体地球物理学のみならず、
岩石・熱水化学や地下生物圏まで含めた大き
な枠組みの中で、深海底研究に新たな領域の
創成と展開を行うためのものである。本総括
班の目的は、海洋底およびその地下という雲
をつかむような大きな目標から「まな板」の
上に乗るサイズの研究テーマを切り出して５
つの計画研究班とし、その間にすき間や重複
が無く、効率的かつ具体的な研究が遂行でき
るか、目配りをすることにある。 
  
２．研究の進捗状況 
 本領域では研究上調査航海の占める重要性
が非常に高い。調査航海を研究分野間の総合
的な繋がりの中で企画・実施できるかどうか
に、本領域研究の成否がかかっていた。第 1
期では計１９回もの研究航海を総て異分野間
の共同航海として実施し、総括班の役割を果
たしてきた。 
 また、国際共同研究として InterRidge（国
際海嶺研究計画）を通じて、海外との研究協
力関係を結んできた。国内的にはホームペー
ジを立ち上げ、研究の成果を示すと共に、乗
船者のブログを通じて、研究者の生の声を社
会の人に聞いて頂いている。 
 若手の育成も重要な総括班の任務である。
大学院生のレベルで、融合研究分野の研究を
実施できるようにするために、若手育成制度
を開始し、平成 22年度に 3 名の参加者があっ
た。 
領域全体の研究の進捗であるが、総括班に

おいて実施した傭船航海では、南マリアナの
３つの海底熱水域において、海底設置型掘削
装置を用いて計12本、総延長42メートルの「 

無菌」掘削およびコア採取を行った。これら
の直接掘削により、海底下生物圏への直接ア
プローチが可能となった。 
 さらに同海域において自航式探査機(AUV)
「うらしま」を用いて、1メートルコンターの
高分解能地形図、高精度サイドスキャンソナ
ー図、磁化構造図を作成した。さらに「うら
しま」に搭載された多層音響ドップラー流向
流速計および採水システムにより、AUV を用い
た三次元プルームのマッピングおよびそこか
らの多点採水に世界で初めて成功し、プルー
ム中の微生物細胞数と還元型化学成分濃度に
明瞭な相関があることを見出した。これは深
海の熱水プルーム中で化学合成菌による一次
生産が活発に行われていることを示す極めて
興味ある結果である。本成果は地球物理学・
地質学・熱水化学・微生物学の多分野融合に
よる調査・解析により初めて可能になったも
のである。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 

平成 22年 9月に行われた理工系委員会に
おいて本領域研究の中間評価がなされ、
「Ａ」の評価結果を頂いている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 上記中間評価において、おおむね良好な評
価を頂いたが、最適な方針の構築のために総
括班評価者をおくようにとの指摘があった。
それらの点を考慮し、これまでの取り組みを
一層推進して、本領域の目的を達成すべく努
力する所存である。 
 特に、成果を広く周知するための国際シン
ポジウムの開催について準備を開始する。 
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